
李
賄

「
復
性
書
」

の

「虚」

1
i
i
王
通
『
中
説
』

に
つ
い
て

の

「
遺
道
徳
」
・
「
坐
忘
」
と
の
関
連
に
お
い
て

i
l
i

て
は
じ
め
に

貞
元
十
八
年
に
成
立
1

託
李
掬
(
七
七
回
?
J
八
一
一
二
ハ
ワ
)
の
「
復

性
書
」
は
、
『
札
記
』
中
庸
篇
に
説
か
れ
る
人
間
の
本
質
「
性
」
の

思
想
の
解
釈
を
試
み
つ
つ
、
儒
教
思
想
界
に
新
し
い
性
説
を
提
出
し

よ
う
と
す
る
論
文
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
「
復
性
書
」
に
つ
い
て
は
主

に
仏
教
思
想
の
影
響
や
、
欧
揚
鴛
(
?
J
八

O
一
?
〉
「
虫
明
誠
論
」

と
の
関
連
、
韓
愈
(
七
六
八
J
八
二
四
)
「
原
性
」
か
ら
の
「
復
性
書
!
一

(
2〉

批
判
な
ど
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
「
復
性
童
日
」
に
重
要
な
影
響
を
与

え
た
点
で
見
逃
す
こ
と
の
で
き
な
い
思
想
と
し
て
ま
た
、
惰
の
王
通

(
五
八
四
J
六
一
七
〉
の
『
中
説
』
が
あ
る
。
小
論
で
は
、
王
通
の
思

想
と
「
復
性
書
」
と
の
関
連
の
検
討
の
手
始
め
に
、
「
復
性
書
」
の

「
虚
」
の
思
想
に
注
目
し
、
そ
れ
に
影
響
し
た
王
通
の
思
想
と
し
て

「
遺
道
徳
」
・
「
坐
忘
」
の
思
想
を
取
り
上
げ
、
そ
れ
が
「
復
性
書
」

に
ど
の
よ
う
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
か
を
考
察
す
る
。
始
め
に
断
ら
お

i埼

橋

子

朱

ば
な
ら
な
い
が
、
小
論
は
諸
先
行
論
文
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な

い
。
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
王
通
の
思
想
は
か
な
り
部
分
的
な
も
の
に

な
る
が
、
そ
れ
の
「
復
性
書
」
へ
の
影
響
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
詳
し
く
は
言
及
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
「
復
性
書
」
の

「
虚
」
の
思
想
の
内
容
を
把
握
す
る
こ
と
が
小
論
の
目
的
で
あ
る
。

「
復
性
書
」
成
立
に
関
わ
る
事
項
に
王
通
思
想
を
加
え
る
こ
と
で
、

他
思
想
と
の
影
響
関
係
、
ま
た
韓
愈
の
批
判
の
内
容
が
ど
の
よ
う
な

も
の
で
あ
る
か
も
、
よ
り
鮮
明
に
な
る
と
考
え
る
。
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一
一
、
「
復
性
」
と
顔
回

「
復
性
書
」
が
「
虚
」
の
思
想
を
語
る
と
き
、
顔
回
と
い
う
人
物

が
重
要
な
役
割
を
負
わ
さ
れ
て
描
か
れ
て
い
る
。
始
め
に
、
そ
の

「
復
性
卦
一
一
同
」
中
の
顔
回
の
役
割
と
は
何
か
を
、
李
朗
仰
の
主
張
す
る
「
復

性
i

一
の
内
容
と
共
に
簡
単
に
確
認
す
る
。

百
姓
之
性
輿
聖
人
之
性
、
弗
差
也
。
錐
然
、

情
之
所
昏
、

交
相



攻
伐
、
未
始
有
窮
。
故
雄
終
身
、
市
不
自
親
其
性
江
-
m
o
:
:
:他
国

之
動
弗
息
、
期
不
能
復
其
性
、
市
燭
天
地
、
震
不
極
之
明
。
故

聖
人
者
、
人
之
先
費
者
也
。
究
則
明
、
否
財
惑
。
惑
財
昏
o
'

・
:
是
故
誠
者
聖
人
性
之
也
。
寂
然
不
動
、
康
大
清
明
、
照
乎
天

地
、
感
而
遂
通
天
下
之
故
。
行
止
一
訪
問
獣
、
無
不
慮
於
極
也
。
復

其
性
者
賢
人
、
循
之
而
不
己
者
也
。
不
己
則
能
蹄
其
源
会
。

.. 

・
:
日
、
人
生
市
静
、
天
之
性
也
。
性
者
、
天
之
命
也
。
率
性
之

謂
道
、
何
謂
也
。
回
、
卒
、
循
也
。
循
其
源
部
反
其
性
者
道

也
。
道
也
者
、
至
誠
也
。
至
誠
者
、
天
之
道
也
。
誠
者
定
也
、

不
動
也
。
街
道
之
謂
敬
、
何
謂
也
。
臼
、
誠
之
者
、
人
之
道

也
。
誠
之
者
、
揮
善
而
回
執
之
者
也
。
符
是
道
而
蹄
其
本
者
、

明
也
。
数
也
者
、
刻
可
以
数
天
不
企
〈
。
顔
子
其
人
也
。

「
聖
人
」
「
賢
人
」
と
い
う
言
葉
の
使
用
は
、
鄭
玄
や
孔
穎
達
が
「
中

庸
篇
」
の
「
自
誠
明
」
「
自
明
誠
」
に
注
し
「
聖
人
」
「
賢
人
」
〈
い
は
そ

れ
ぞ
れ
に
当
て
挟
め
た
こ
と
を
、
そ
の
ま
ま
受
け
継
い
で
い
る
。

「
中
庸
篇
」
の
「
白
誠
明
」
を
李
鈎
は
「
聖
人
」
の
特
徴
と
し
、
「
聖

人
」
は
「
性
」
そ
の
も
の
が
「
誠
」
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
明
」

に
至
る
と
考
え
る
。
ま
た
「
自
明
誠
」
は
「
賢
人
」
の
特
徴
と
さ
れ

る
。
「
賢
人
」
は
「
其
の
性
に
復
す
る
者
」
、
「
性
」
を
「
誠
」
に
す

る
た
め
に
「
善
を
捧
び
て
屈
く
之
を
執
」
り
、
「
道
を
筒
め
て
其
の

木
に
蹄
」
る
「
明
」
な
る
者
で
あ
り
、
そ
の
代
表
と
し
て
「
顔
子
」

が
挙
げ
ら
れ
る
。
顔
回
は
「
明
か
な
る
に
自
り
て
設
な
る
」
こ
と
の

で
き
る
「
賢
人
」
と
し
て
「
復
性
書
」
に
描
か
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

し
て
顔
屈
の
代
表
す
る
「
賢
人
」
の
「
復
性
」
が
「
道
」
に
透
っ
た

も
の
と
考
え
ら
れ
、
本
来
「
聖
人
の
性
と
差
は
ざ
る
」
筈
の
「
百

姓
」
の
目
標
と
さ
れ
る
。
李
掬
が
特
別
に
「
賢
人
」
と
し
て
顔
回
を

挙
げ
る
の
は
、
彼
に
関
す
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
「
復
性
」
を
語
る
上
で

都
合
が
良
か
っ
た
た
め
だ
け
で
は
な
い
。
既
に
「
中
庸
篇
」
に
、

「
中
庸
」
の
道
を
行
う
理
想
の
人
物
と
し
て
顔
回
は
登
場
し
て
い
る
。

子
日
、
同
之
混
入
也
、
揮
乎
中
臨
席
、
得
一
善
、
則
拳
拳
服
席
、

市
弗
失
之
怠
〈
。

「
復
性
書
」
は
「
中
庸
篇
」
を
解
釈
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
「
中

庸
を
捧
ぶ
」
こ
と
に
つ
い
て
理
想
的
な
人
物
で
あ
る
顔
回
は
、
そ
の

ま
ま
「
復
性
」
に
つ
い
て
理
想
的
な
「
賢
人
」
と
し
て
採
用
さ
れ
た
。

次
に
、
「
賢
人
」
の
「
復
性
」
が
ど
の
よ
う
に
し
て
為
さ
れ
る
の
か

を
見
る
。

( 28 ) 

人
之
所
以
魚
翠
入
者
、
性
也
。
人
之
所
以
惑
其
性
者
、
情
也
。

喜
怒
哀
健
愛
惑
欲
七
者
、
皆
情
之
所
第
也
。
情
既
昏
、
性
斯
匿

左
〈
。
非
性
之
過
也
。
七
者
循
環
而
交
来
。
故
性
不
能
充
也
。

李
側
聞
は
孟
子
が
子
思
の
「
中
庸
篇
」
の
思
想
を
受
け
継
い
だ
と
考

え
る
が
、
「
復
性
書
」
は
そ
の
孟
子
の
性
善
説
に
絶
対
的
な
信
頼
を
置

く
こ
と
か
ら
出
発
す
る
。
人
間
が
皆
善
な
る
性
を
有
す
る
こ
と
を
、



李
掬
は
疑
わ
な
い
。
そ
し
て
並
向
性
を
持
つ
人
間
が
な
ぜ
「
聖
人
」
の

よ
う
に
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
か
、
そ
の
原
因
を
情
が
性
を

「
惑
」
わ
す
た
め
だ
と
説
明
す
る
。
性
は
清
・
静
・
明
と
い
う
表
現

を
伴
っ
て
語
ら
れ
、
情
は
そ
れ
に
対
し
て
邪
・
妄
・
動
・
昏
な
る
も

の
と
し
て
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
善
な
る
性
に
「
復
す
」
た
め
に
「
性

の
邪
」
で
あ
る
「
情
」
を
徐
く
べ
き
だ
と
説
か
れ
る
の
で
あ
る
。
「
復

性
」
と
は
つ
ま
り
、
情
を
止
め
て
性
を
内
に
充
た
す
と
い
う
、
性
清

一
一
つ
の
操
作
を
ニ
一
一
同
う
。
性
と
情
は
相
関
関
係
に
あ
っ
て
、
情
が
拡
充

す
れ
ば
自
然
に
性
は
曇
ら
さ
れ
て
見
え
な
く
な
り
、
反
対
に
性
が
拡

充
す
れ
ば
自
然
に
情
は
滅
す
る
。
そ
こ
で
「
復
性
」
の
た
め
に
情
を

滅
す
る
こ
と
が
ま
ず
問
題
と
な
る
。

情
者
性
之
邪
也
。
知
其
魚
邪
、
邪
本
無
有
。
心
寂
不
動
、
邪
思

自
息
。
惟
性
明
照
、
邪
何
所
生
。

情
を
波
す
る
方
法
と
し
て
、
「
知
」
と
「
不
動
」
が
示
さ
れ
る
。

人
間
の
性
、
が
善
で
あ
り
、
そ
の
拡
充
を
邪
・
動
な
る
情
が
妨
げ
て
い

る
こ
と
を
「
知
」
り
、
心
を
「
不
動
」
に
保
つ
こ
と
に
よ
っ
て
情
を

滅
す
る
。
「
昏
」
な
る
情
が
滅
息
す
れ
ば
自
然
に
性
が
拡
充
し
、
性
の

「
明
」
と
い
う
特
質
が
十
分
に
発
揮
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
情
が
滅

す
る
と
同
時
に
「
復
性
」
が
達
成
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
「
復
性
」
し

た
「
賢
人
」
は
「
明
」
で
あ
り
、
内
部
が
「
mm
」
に
な
る
こ
と
に
よ

っ
て
初
め
て
「
賢
人
」
は
「
誠
」
を
獲
得
す
る
。
「
中
庸
篇
」
は
「
自

明
誠
之
語
教
」
と
説
く
。
李
鮪
は
人
が
「
復
性
」
に
よ
っ
て
「
明
か

な
る
自
り
し
て
誠
な
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
説
き
、
「
中
庸
篇
」
の

言
う
「
数
」
に
つ
い
て
「
復
性
」
を
「
数
」
え
る
も
の
で
あ
る
と
考

え
る
。
「
数
な
る
者
は
、
則
ち
以
て
天
下
に
数
ふ
可
し
、
顔
子
は
其

の
人
な
り
」
と
彼
は
述
べ
る
。
「
顔
子
」
と
「
数
」
と
の
関
係
は
別

の
箇
所
で
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

昔
者
聖
人
以
之
倖
子
顔
子
。
顔
子
得
之
、
拳
拳
不
失
。
不
遠
而

復
。
其
心
三
月
不
達
仁
。
子
日
、
同
也
、
其
牒
乎
、
屡
空
。

其
所
以
未
到
於
翠
入
者
一
怠
耳
。
非
力
不
能
也
。
短
命
市
死
故

也。

顔
回
は
「
聖
人
」
即
ち
孔
子
か
ら
、
「
明
か
な
る
自
り
誠
な
る
」

た
め
の
「
復
性
」
の
「
数
」
を
受
け
た
。
彼
は
伝
え
ら
れ
た
「
復

性
」
を
実
践
し
て
「
其
心
三
月
不
遼
仁
」
〈
礎
知
也
篇
)
、
「
其
庶
乎
、
震

空
」
(
先
進
策
〉
と
-
評
さ
れ
る
ま
で
に
な
っ
た
。
「
翠
人
」
の
「
数
!
一
は

そ
の
後
「
中
庸
篇
」
に
、
そ
し
て
孟
子
へ
と
受
け
継
が
れ
た
と
李
掬

は
言
う
。
「
復
性
書
」
は
孟
子
の
性
善
説
を
基
に
「
中
庸
篇
」
解
釈

を
試
み
る
こ
と
を
通
し
て
、
孔
子
の
「
数
」
を
明
か
に
す
る
こ
と
を

目
指
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
顔
回
が
「
聖
人
」
の
「
数
」
を

直
接
に
受
け
た
第
一
の
「
賢
人
」
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
不
遠
仁
」

「
震
空
」
な
ど
の
顔
伊
評
価
は
、
「
数
」
の
内
容
を
具
体
的
に
表
す
も

の
と
し
て
も
重
要
な
意
味
を
持
っ
た
。
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三
、
「
復
性
書
」
の
「
虚
」

視
聴
言
行
、
循
雄
市
動
、
所
以
数
人
忘
瞬
間
欲
雨
続
性
命
之
道

也
。
選
者
至
誠
也
。
誠
而
不
怠
期
虚
。
虚
市
不
患
則
明
。
明
市

不
息
、
刻
照
天
地
部
無
遺
。
非
他
也
。
此
奇
麗
性
命
之
道
也
。

友
哉
、
人
皆
可
以
及
乎
此
。
莫
之
止
市
不
震
也
、
不
亦
惑
邪
。

昔
者
聖
人
以
之
倖
子
顔
子
。
顔
子
得
之
、
拳
拳
不
失
。
不
遠
市

復
。
其
心
三
月
不
透
仁
。
子
日
、
間
也
、
其
佐
川
乎
、
震
空
。

其
所
以
来
到
於
聖
人
者
一
怠
耳
。
非
力
不
能
也
。
短
命
而
死
故

也
。
其
除
升
堂
者
、
蓋
皆
俸
也
。
:
:
:
子
路
之
死
也
、
石
乞
・

孟
懸
以
文
撃
之
断
綾
。
子
路
回
、
君
子
死
、
冠
不
完
。
結
綾
而

死
。
由
也
、
非
好
勇
市
無
健
也
。
其
心
寂
然
不
動
故
也
。
禽
子

之
死
也
、
日
、
吾
求
何
器
、
五
回
得
正
市
第
江
戸
畑
、
斯
巳
会
。
此
正

性
命
之
言
也
。
:
;
:
科
目
、
我
四
十
不
動
心
。

李
'
婦
は
「
中
席
篇
」
を
「
性
命
の
世
一
回
」
と
呼
ぶ
。
「
性
命
の
道
を

議
」
く
す
と
は
「
中
庸
第
」
の
寸
性
命
」
の
思
想
に
従
う
こ
と
で
あ

り
、
「
至
誠
」
で
あ
る
「
道
」
に
従
う
べ
く
「
復
性
」
し
て
「
誠
」

を
獲
得
す
る
こ
と
で
あ
る
。
顔
子
・
子
路
・
曾
子
・
孟
判
は
、
何
れ

も
「
性
命
の
道
」
を
伝
え
ら
れ
て
実
践
し
た
「
賢
人
」
で
あ
る
。
子

路
・
曾
子
・
孟
刺
に
関
し
て
は
、
実
際
の
事
に
当
た
っ
て
「
性
命
の

道
」
を
寅
い
た
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
本
文
で
は
具
体
的
に
、
『
左

伝
』
(
哀
公
十
五
年
〉
・
『
礼
記
』
ハ
檀
弓
上
篇
〉
・
吋
↓
五
子
』
(
公
孫
丑
上
〉

か
ら
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
ず
つ
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
取
ら
れ
て
い
る
。
彼
等
の

先
に
置
か
れ
る
顔
回
は
そ
れ
に
対
し
、
『
礼
記
』
(
中
庸
篇
〉
と
『
易
』

(
繋
辞
伝
下
)
・
『
論
語
』
(
薙
也
篇
・
先
進
篇
)
か
ら
異
な
る
エ
ピ
ソ
ー

ド
が
取
ら
れ
た
。
こ
れ
は
顔
回
が
や
は
り
特
別
「
性
命
の
道
」
即
ち

「
復
性
」
に
結
び
付
く
意
味
で
重
要
視
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
。
ま
た

そ
れ
ら
の
エ
ピ
ツ
!
ド
も
雑
然
と
並
べ
ら
れ
た
の
で
は
な
く
、
あ
る

意
図
を
持
っ
て
注
意
深
く
整
理
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
を
検
討
す
る
前

に
、
ま
ず
「
虚
」
が
こ
こ
で
何
を
意
味
す
る
の
か
考
え
る
。

「
復
性
」
の
た
め
に
は
、
善
な
る
「
性
」
に
「
循
ひ
て
己
ま
ざ
る
」

こ
と
が
必
要
だ
っ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
「
復
性
」
し
、
「
至
誠
」
な

る
「
道
」
に
従
い
「
誠
」
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
誠
」
を
得
た

後
の
人
間
の
内
面
は
、
次
に
「
誠
市
不
息
則
虚
」
と
い
う
段
階
へ
と

発
展
す
る
。
「
誠
」
の
獲
得
後
も
人
は
「
不
息
」
と
い
う
修
養
の
継
続

、
が
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
「
不
息
」
が
内
面
の
「
虚
」
の
状
態
を
導

く
。
そ
れ
か
ら
次
に
は
「
虚
市
不
息
刻
現
」
の
段
階
へ
と
移
る
。
内

面
の
「
虚
」
と
い
う
状
態
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
明
」
の
状

態
に
至
る
。
こ
の
「
明
」
は
「
誠
の
明
」
と
も
名
付
け
ら
れ
、
ま
た

「
大
学
第
」
の
「
致
知
在
格
物
」
解
釈
に
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
る
。

視
聴
昭
昭
、
市
不
起
於
見
聞
者
、
斯
可
怠
〈
。
無
不
知
也
、
無
弗

魚
也
。
其
心
寂
然
、
光
照
天
地
。
是
誠
之
明
也
。
大
翠
目
、
致
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知
在
格
物
。
:
:
:
物
者
、
高
物
也
。
格
者
、
来
也
、
至
也
。

物
至
之
時
、
其
心
昭
昭
然
現
排
駕
。
而
不
態
於
物
者
、
是
致
知

也
、
是
知
之
至
也
。

「
明
」
と
は
「
高
物
」
を
「
明
解
」
す
る
能
力
を
言
う
。
内
面
を

「
虚
」
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
物
事
全
て
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
あ
る
。
「
明
」
の
状
態
に
至
っ
た
後
は
、
更
に
、
「
明
市

不
怠
、
則
照
天
地
市
無
遺
」
の
段
階
に
移
る
。
「
明
緋
」
の
能
力
を

発
揮
し
続
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
宇
宙
万
物
を
貫
く
道
理
を
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
つ
ま
り
「
制
作
天
地
に
参
じ
、
務
化
陰
陽
に
合
す
」
よ

う
な
「
翠
人
」
の
能
力
へ
益
々
近
付
く
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
る
と
、
こ
の
笛
所
は
「
賢
人
」
の
「
復
性
」
か

ら
世
界
参
加
へ
と
至
る
段
階
を
照
に
表
し
て
い
る
と
理
解
で
き
る
。

「
虚
」
は
、
そ
の
段
踏
の
一
つ
で
あ
る
。
外
物
に
接
す
る
前
に
必
要

な
内
面
の
修
養
、
そ
れ
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
状
態
を
表
す
言
葉
と
し

て
「
虚
」
は
使
わ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
「
復
性
書
」
は
「
中
庸
篇
」
「
大
学
篇
」
『
孟
子
』
の
思

想
を
多
く
取
り
入
れ
る
が
、
そ
れ
ら
何
れ
に
も
、
入
間
が
内
に
普
を

有
す
る
こ
と
か
ら
世
界
参
加
に
至
る
と
い
う
、
人
間
の
成
長
を
段
階

〈

4
〉

的
に
表
す
文
章
が
あ
る
。
李
掬
は
そ
れ
ら
に
倣
っ
て
「
賢
人
」
の
内

部
の
成
長
の
段
階
的
表
現
を
考
え
た
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
李
矧
が

倣
っ
た
そ
れ
ら
の
文
章
に
は
、
「
復
性
書
」
の
「
虚
」
に
当
た
る
概
念

は
見
当
た
ら
な
い
。
そ
の
よ
う
な
文
脈
で
の
「
虚
」
は
「
復
性
霊
園
」

の
独
特
な
も
の
で
あ
る
。
こ
の
問
題
も
後
に
検
討
す
る
。
次
に
、
そ

の
「
虚
」
を
含
む
箇
所
に
対
応
し
て
い
る
と
思
お
れ
る
顔
回
評
価
を

考
察
す
る
。

前
に
引
用
し
た
顔
回
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
並
べ
ら
れ
て
い
る
中
に
は

「
遠
か
ら
ず
し
て
復
す
」
と
い
う
文
が
あ
っ
た
が
、
間
的
文
が
後
に
ま

た
伎
わ
れ
て
い
る
。

情
者
性
之
邪
也
。
知
其
篤
邪
、
邪
本
無
有
。
心
寂
不
動
、
邪
思

自
怠
。
惟
性
明
照
、
邪
何
所
生
。
如
以
情
止
情
是
乃
大
情
也
。

情
互
相
止
、
其
有
己
乎
。
易
自
、
顔
氏
之
子
、
有
不
善
、
未
嘗

不
知
、
知
之
未
嘗
復
行
也
。
易
臼
、
不
透
復
、
無
祇
悔
、
元
吉
。

先
に
検
討
し
た
よ
う
に
、
「
復
性
」
方
法
を
述
べ
て
い
る
。
こ
こ

で
顔
回
評
価
は
「
復
性
」
の
段
階
に
あ
る
「
賢
人
」
を
具
体
的
に
表

す
も
の
と
し
て
佼
わ
れ
て
い
る
。
「
復
性
」
の
思
想
は
、
寸
復
性
」
後

に
「
不
諮
問
有
る
」
こ
と
を
許
さ
な
い
。
善
な
る
性
に
復
す
と
は
、
性

を
惑
わ
す
邪
な
る
情
が
滅
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
「
復
性
」
し

た
人
間
に
は
「
不
諮
問
」
は
無
い
0
.

人
間
の
内
面
が
、
情
の
滅
し
て
い

な
い
「
不
善
有
る
」
と
い
う
状
態
で
あ
れ
ば
、
顔
回
は
必
ず
そ
れ
を

「
知
」
る
。
「
知
」
れ
ば
彼
は
、
「
不
善
」
が
道
に
適
わ
な
い
行
為
と

な
っ
て
表
れ
な
い
よ
う
に
努
力
す
る
。
顔
回
は
「
知
」
と
「
不
動
」

に
よ
っ
て
「
復
性
」
し
続
け
、
「
道
」
に
「
遠
か
ら
ず
し
て
復
す
」
こ
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と
が
で
き
る
。
だ
か
ら
決
し
て
「
悔
に
抵
る
」
こ
と
が
「
無
」
い
。

「
繋
辞
伝
下
」
の
「
不
透
復
」
が
、
「
復
性
」
段
階
に
あ
る
「
賢
人
」

の
具
体
的
な
内
密
の
状
態
を
表
す
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
他
の
「
中

席
篇
」
「
薙
也
篇
」
「
先
進
篇
」
の
引
用
も
、
「
賢
人
」
の
「
復
性
」

に
関
し
た
あ
る
状
態
を
そ
れ
ぞ
れ
表
す
の
で
は
な
い
か
と
推
、
側
聞
さ
れ

る
。
顔
回
評
価
全
体
を
、
「
復
性
」
か
ら
世
界
参
加
へ
至
る
「
賢
人
」

の
変
化
を
表
す
と
考
え
て
読
む
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

①
「
昔
者
翠
人
以
之
俸
子
顔
子
。
」
・
;
「
先
魔
」
か
ら
の
「
性
命
の

道
」
の
「
数
」
。
人
間
は
復
性
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て

い
る
聖
一
人
か
ら
、
顔
回
が
復
性
の
教
を
伝
え
ら
れ
た
こ
と
を
表
す
。

②
「
顔
子
得
之
、
拳
拳
不
失
。
」
:
・
「
中
庸
篇
」
引
用
。
「
復
性
」
に

努
力
す
る
「
賢
人
」
、
顔
回
が
善
な
る
性
の
拡
充
に
努
め
る
様
を
表

す。③
「
不
逮
而
復
。
」
・
:
「
繋
辞
伝
下
」
引
用
。
や
は
り
「
復
性
」
段

階
の
「
賢
人
」
、
顔
屈
が
邪
な
る
情
を
滅
す
る
こ
と
に
努
め
て
い
る

様
を
表
す
。

④
「
其
心
三
月
不
遠
仁
。
」
・
:
「
薙
也
篇
」
引
用
。
「
復
性
」
し
た
「
賢

人
」
、
顔
回
が
諮
問
な
る
性
の
拡
充
し
た
状
態
を
保
ち
続
け
て
い
る
様

を
表
す
。

⑤
「
子
日
、
向
也
、
其
庶
乎
、
震
空
。
」
:
・
「
先
進
篇
」
引
用
。
「
復

性
」
し
た
「
賢
人
」
の
更
に
成
長
し
た
様
、
顔
回
が
「
不
遼
仁
」
の
状

態
を
維
持
し
た
結
果
至
っ
た
、
あ
る
特
殊
な
内
面
の
状
態
を
表
す
。

李
相
知
が
顔
回
を
「
復
性
」
に
関
連
付
け
、
慎
重
に
そ
の
一
評
価
を
並

べ
て
い
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
だ
ろ
う
。
「
虚
」
を
含
む
箇
所
と
同

じ
よ
う
に
、
顔
回
評
価
も
「
賢
人
」
の
「
復
性
」
か
ら
「
復
性
」
後

へ
と
、
そ
の
内
面
の
発
展
し
て
い
く
煩
に
並
べ
ら
れ
て
い
る
。
「
虚
」

を
含
む
箇
所
と
顔
回
評
価
は
、
意
識
的
に
対
応
さ
せ
ら
れ
た
の
だ
と

考
え
ら
れ
る
。

「
賢
人
」
の
「
虚
」
は
「
復
性
」
後
に
至
る
状
態
で
あ
っ
た
。
顔

回
評
価
に
注
目
す
る
と
、
「
復
性
」
後
を
表
す
の
は
④
⑤
で
あ
る
。

「
誠
に
し
て
怠
ま
ず
」
と
は
内
面
の
善
な
る
も
の
の
維
持
を
表
す
。

そ
れ
は
④
の
「
其
の
心
三
月
仁
に
遣
は
ず
」
に
当
た
る
と
考
え
ら
れ

る
。
ま
た
、
「
怠
ま
ざ
れ
ば
別
ち
虚
」
と
は
善
な
る
も
の
の
維
持
が
、

内
面
の
あ
る
特
殊
な
状
態
を
導
く
こ
と
を
表
す
。
そ
れ
は
⑤
の
「
其

れ
庶
か
ら
ん
か
、
援
し
ば
空
し
」
に
当
た
る
。
す
る
と
「
虚
」
は

「
先
進
篇
」
の
「
空
」
と
同
じ
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
逆
に
言
え
ば
、
「
先
進
篇
」
の
顔
回
の
「
空
」
が
、
「
復
性
」
後

の
「
虚
」
と
い
う
心
の
状
態
を
証
す
る
も
の
と
し
て
引
用
さ
れ
て
い

る
の
で
あ
る
。

「
先
進
篇
」
の
「
空
」
を
「
虚
」
と
取
る
こ
と
は
李
掬
独
自
の
解

釈
で
は
な
い
。
円
集
解
』
『
義
疏
』
が
「
空
」
を
「
虚
」
と
解
釈
し
て

〈

5
)

い
る
。
李
錫
は
そ
れ
ら
に
も
勿
論
学
ん
で
、
「
虚
」
を
註
す
る
た
め
に
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顔
回
の
「
空
」
を
そ
れ
に
対
応
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
こ
こ
で

問
題
と
し
た
い
の
は
、
「
空
」
と
い
う
顔
回
一
評
価
が
置
か
れ
た
そ
の

位
置
で
あ
る
。

「
先
進
篇
」
の
「
向
也
、
其
庶
乎
、
震
空
」
は
部
分
的
に
「
繋
辞
伝

下
」
と
重
な
る
。

A
l
i
l
i
-
-
i
l
i
j
j
i
l
l
-

子
日
、
顔
子
之
子
、
其
殆
麻
幾
乎
。
有
不
善
、
未
嘗
不
知
。
知

B
i
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-

之
未
嘗
復
行
也
。
易
自
、
不
遠
復
、
無
抵
悔
、
元
吉
。

A
は
、
「
復
性
」
に
関
し
て
は
先
に
確
認
し
た
よ
う
に
⑤
の
位
置

に
あ
り
、
「
復
性
」
後
の
「
怠
ま
ざ
れ
ば
則
ち
虚
」
の
段
階
の
説
明

で
あ
る
。
そ
し
て

B
は
「
復
性
」
に
関
し
て
は
③
の
位
置
に
あ
り
、

「
復
性
「
」
を
「
賢
人
」
が
ま
さ
に
行
っ
て
い
る
状
態
の
説
明
で
あ
る
。

右
に
挙
げ
た
「
繋
辞
伝
下
」
の
文
は
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
「
復
性
」

方
法
を
説
く
と
き
に
も
そ
の
大
部
分
が
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し

「
復
性
」
方
法
を
証
す
る
た
め
に
「
繋
辞
伝
下
」
を
引
用
す
る
際
に

は
、
李
賜
は
「
其
殆
庶
幾
乎
」
と
い
う
部
分
だ
け
を
抜
い
て
い
る
。

つ
ま
り
、
李
掬
は
こ
の
「
繋
辞
伝
下
」
の
「
其
殆
庶
幾
乎
」
と
「
不

透
復
」
の
意
味
す
る
状
態
を
は
っ
き
り
と
区
別
し
て
い
る
。
顔
回
が

「
遠
か
ら
ず
し
て
復
す
」
の
は
「
復
性
」
し
て
い
る
段
階
で
あ
り
、

顔
回
が
「
空
」
と
い
う
評
価
を
受
け
る
の
は
「
復
性
」
後
と
さ
れ
、

両
者
は
混
じ
り
合
わ
な
い
別
々
の
状
態
を
示
す
の
で
あ
る
。
李
開
閉
の

解
釈
に
従
う
と
、
「
繋
辞
伝
下
」
は
ま
ず
「
復
性
」
の
結
果
を
示
し
、

次
に
そ
の
結
果
に
至
っ
た
方
法
を
述
べ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
李
期

が
「
繋
辞
伝
下
」
の

A
と
B
と
を
厳
し
く
分
け
て
引
用
す
る
の
は
、

彼
が
あ
く
ま
で
も
「
空
」
を
コ
復
性
」
後
に
初
め
て
至
る
内
部
の
状

態
と
し
て
、
他
の
旦
ピ
ソ
ー
ド
の
顔
回
の
状
態
と
は
区
別
し
た
た
め

で
あ
る
。

次
に
考
察
す
べ
き
は
、
李
掬
が
「
空
」
を
な
ぜ
、
「
復
性
」
後
に

位
置
付
け
た
か
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
「
虚
」
が
な
ぜ
内
面
の
発
展
を

表
す
文
の
中
に
入
れ
ら
れ
た
の
か
と
い
う
こ
と
に
も
関
わ
る
問
題
で

あ
る
。
こ
の
疑
問
を
解
決
す
る
の
が
王
通
の
思
想
で
あ
る
。

辺
、
『
中
説
』
の
「
遺
道
徳
」
・
「
坐
忘
」
と
「
虚
ー
一
の
思
想
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李
側
聞
は
『
中
説
』
を
読
み
、
そ
の
内
容
を
「
理
」
の
あ
る
も
の

と
評
価
し
て
い
辺
。
ま
た
ブ
王
道
の
思
想
の
積
極
的
な
吸
収
は
『
論

語
筆
解
』
に
も
表
れ
て
お
り
、
孟
子
や
「
中
庸
篇
」
の
思
想
と
共

に
、
李
鮪
仰
の
思
想
の
重
要
な
一
部
を
形
作
る
役
割
を
果
た
し
た
と
考

え
ら
れ
る
。
王
通
が
強
烈
な
居
間
者
意
識
を
持
ち
、
「
古
道
」
に
志
を

持
っ
て
い
た
こ
と
は
、
「
我
を
成
す
者
は
夫
子
な
り
」
(
王
道
篇
)
、

「
古
の
古
を
好
む
者
は
道
を
褒
む
」
(
同
公
篇
〉
と
い
っ
た
発
言
を
始

め
、
そ
の
教
育
態
度
、
彼
の
語
る
思
想
な
ど
を
総
合
す
れ
ば
明
ら
か

で
あ
り
、
李
相
関
は
彼
の
「
古
道
」
志
向
か
ら
も
多
く
の
こ
と
を
学
ん

で
い
一
犯
が
、
今
は
「
性
」
に
関
す
る
思
想
に
限
っ
て
検
討
す
る
。



王
通
は
孟
子
の
性
善
説
を
受
け
継
ぐ
。
彼
が
「
性
」
に
開
削
し
て
発

一
一
一
目
す
る
と
き
に
特
徴
的
な
の
は
、
司
自
と
の
「
泰
性
」
と
「
中
庸
篇
」

の
思
想
を
重
視
し
、
そ
れ
ら
と
性
善
説
と
の
融
合
を
試
み
る
こ
と
で

あ
る
。
「
柴
天
知
命
、
吾
何
を
か
菱
へ
ん
。
窮
理
室
性
、
吾
何
を
か

疑
は
ん
」
(
間
易
篇
〉
と
、
彼
は
「
説
卦
伝
」
の
言
葉
を
唱
え
る
。

「
中
席
篇
」
の
「
性
命
」
に
関
す
る
思
想
は
、
こ
の
「
柴
天
知
命
」

「
窮
理
霊
性
」
を
助
け
る
も
の
と
し
て
、
王
通
に
吸
収
さ
れ
て
い
る
。

辞
政
問
仁
。
子
臼
、
五
常
之
始
也
。
間
性
。
子
回
、
五
常
之
本

也
。
間
道
。
子
回
、
五
常
一
也
。
(
述
史
篇
〉

こ
れ
は
「
中
庸
第
」
の
冒
頭
を
性
善
説
の
立
場
か
ら
解
釈
し
た
も

の
で
あ
る
。
李
婦
が
「
中
庸
篇
」
の
解
釈
に
、
孟
子
や
『
易
』
の
思

想
を
使
う
こ
と
は
見
た
と
お
り
で
あ
り
、
「
復
性
警
」
は
王
通
の
性
説

へ
の
賛
同
、
そ
の
発
展
だ
と
言
え
る
。
王
通
に
影
響
さ
れ
て
『
易
』
、

「
中
庸
篇
」
や
孟
子
の
思
想
を
特
に
「
性
」
に
関
し
て
重
ん
じ
る
態

(
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度
は
、
『
筆
解
』
の
中
に
よ
り
顕
著
に
現
れ
て
い
る
。

王
通
の
弟
子
の
一
人
に
、
一

j

其
の
動
や
様
、
其
の
諮
や
至
れ
り
。

其
れ
顔
子
の
流
か
」
(
天
地
第
〉
と
、
顔
回
に
比
せ
ら
れ
る
蓋
常
と
い

う
人
物
が
い
る
。

藷
一
常
敷
田
、
牛
車
問
乎
、
顔
子
之
心
也
、
三
月
不
逮
仁
余
。
子
関
之

回
、
仁
亦
不
遠
、
姑
慮
而
行
之
、
爾
無
荷
羨
葉
、
惟
精
推
一
、

誕
先
登
子
岸
。
常
出
日
、
慮
不
及
精
、
思
不
及
容
、
荒
能
無
俗
、

需
能
不
透
。
(
立
命
第
)

董
常
は
自
身
で
も
顔
田
を
意
識
し
て
い
た
。
注
目
す
べ
き
は
、

「
復
性
書
」
に
も
引
用
さ
れ
る
顔
回
評
価
コ
ニ
月
不
意
仁
」
を
、
董
常

が
心
の
理
想
的
な
状
態
だ
と
考
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
王
通
は

「
仁
」
は
「
五
常
の
始
」
、
「
性
」
は
「
五
常
の
本
」
と
言
う
。
「
我
未

だ
仁
を
欲
し
義
を
好
み
て
得
ざ
る
者
を
見
ざ
る
な
り
、
如
し
得
ざ
れ

ば
斯
れ
性
無
き
者
な
り
」
(
貌
紹
篇
)
と
も
説
い
て
い
る
。
「
仁
」
は

善
な
る
「
性
」
に
基
づ
く
の
で
あ
る
。
ま
た
「
道
」
を
訊
ね
ら
れ
て

彼
は
「
五
常
は
一
な
り
」
と
答
え
た
。
「
道
」
に
従
う
こ
と
が
「
仁
」

の
発
揮
に
も
繋
が
る
。
つ
ま
り
「
仁
」
は
、
「
性
」
と
「
道
」
と
に

関
わ
る
徳
目
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
。
言
い
換
え
る
と
、
「
仁
」
を
語

る
こ
と
は
『
易
』
の
「
意
性
」
や
「
中
庸
篇
」
の
「
率
性
」
を
説
く

こ
と
な
の
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
を
持
つ
徳
目
「
仁
」
に
「
遠
」

わ
な
い
理
想
的
な
心
を
有
す
る
人
物
が
顔
回
で
あ
り
、
董
常
は
そ
れ

を
目
指
し
た
の
だ
っ
た
。

葦
常
一
は
納
品
収
「
道
に
携
し
」
(
間
易
篤
)
と
も
言
わ
れ
て
い
る
。
彼

に
は
「
五
常
兵
」
わ
っ
て
い
る
た
め
「
五
常
」
の
基
で
あ
る
「
道
」

に
「
幾
」
い
。
蓋
常
は
「
不
逮
仁
」
を
目
指
し
「
憲
性
」
「
率
性
」
と

い
う
内
面
の
修
養
に
心
掛
け
て
、
実
際
そ
れ
が
殆
ど
達
成
さ
れ
た
、

と
も
評
価
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
例
の
よ
う
に
、
蓑
常
は

「
道
」
に
従
う
た
め
の
内
部
の
修
養
に
関
し
て
、
特
別
優
れ
て
い
る
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弟
子
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
「
復
性
書
」
で
顔
回
が
特
別

「
復
性
」
の
「
賢
人
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
輩
常
は
玉
通
の

「
性
」
に
関
す
る
思
想
を
表
す
と
き
に
し
ば
し
ば
登
場
さ
せ
ら
れ
、

そ
の
「
性
」
思
想
を
具
体
的
に
表
す
人
物
と
し
て
使
わ
れ
る
。

子
日
、
以
性
制
情
者
鮮
余
、
我
未
見
蕗
岐
路
市
不
遅
廻
者
。
易

自
、
直
方
大
、
不
習
無
不
利
、
期
不
疑
其
所
行
也
。
蜜
威
日
、

大
哉
、
日
初
之
輩
性
也
、
門
人
執
至
駕
。
子
日
、
輩
一
常
一
近
之
。

ハムリム命第〉

王
通
は
性
を
善
な
る
も
の
と
考
え
、
情
を
そ
の
劣
位
に
置
く
。
彼

が
『
易
』
を
取
り
入
れ
つ
つ
、
「
性
を
以
て
情
を
制
す
」
と
い
う
新
し

い
「
議
性
」
を
説
く
と
き
、
輩
常
は
そ
れ
に
「
至
る
」
に
つ
む
し
」

と
挙
げ
ら
れ
る
。
「
憲
性
」
を
実
践
す
る
董
常
が
ど
の
よ
う
な
状
態

に
至
っ
た
か
を
示
す
の
が
次
で
あ
る
。

程
元
日
、
不
敢
企
常
、
常
也
記
逝
縦
、
元
也
志
仁
義
。
子
日
、

常
則
然
失
、
而
汝
於
仁
義
未
数
数
然
也
、
其
於
彼
有
所
至
乎
。

ハ
天
地
位
州
)

わ
す

自
分
は
「
仁
義
に
志
」
す
が
憲
一
常
は
「
道
徳
を
遺
」
れ
て
い
る
、

と
程
元
は
述
べ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
王
通
は
、
輩
常
は
「
仁
義
に
於

て
す
る
こ
と
」
が
「
数
数
然
」
つ
ま
り
頻
繁
で
あ
り
、
そ
れ
に
よ
っ

て
「
道
徳
を
遺
る
」
に
至
っ
た
の
だ
と
説
く
o

「
仁
義
」
と
「
道
徳
」

の
関
係
を
王
通
は
次
の
よ
う
に
言
う
。

子
日
、
仁
義
英
敬
之
本
乎
、
先
王
以
是
縫
道
徳
、
市
輿
麓
縦
訳
者

也
。
(
礼
楽
第
)

「
仁
義
」
は
「
道
徳
を
縫
ぐ
」
た
め
に
必
要
と
さ
れ
る
。
「
道
徳
を

繕
ぎ
、
強
柴
を
興
す
」
と
は
王
通
の
志
す
儒
教
の
「
道
」
が
行
わ
れ

る
様
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
か
ら
考
え
る
と
、
程
元
は

「
道
」
に
至
る
方
法
で
あ
る
「
志
仁
義
」
を
実
践
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
し
か
し
王
通
は
、
程
元
の
「
志
仁
義
」
の
姿
勢
、
そ
の
意
思
は

認
め
な
が
ら
、
同
時
に
「
志
仁
義
」
を
経
て
到
達
す
る
「
遠
道
徳
」

と
い
う
、
よ
り
優
れ
た
状
態
、
よ
り
「
道
」
に
近
い
と
も
言
え
る
状

態
が
あ
る
こ
と
を
示
す
。
「
遺
道
徳
」
と
い
う
蓋
常
の
心
は
そ
れ
だ

け
で
は
「
道
」
に
背
く
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
う
で
あ
り
な
が
ら
叢
常

の
「
遺
道
徳
」
が
「
道
」
に
矛
盾
し
な
い
、
と
い
う
よ
り
積
極
的
に

評
価
さ
れ
る
も
の
と
し
て
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、
そ
れ
が
「
仁
義
に

於
て
す
る
こ
と
数
数
然
」
と
い
う
修
養
の
継
続
を
通
し
て
導
か
れ
る

状
態
で
あ
る
た
め
で
あ
る
。
「
仁
義
」
志
向
の
持
続
が
「
仁
義
」
の

基
で
あ
る
「
道
徳
」
さ
え
一
意
識
さ
せ
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。
董
常

の
「
遺
道
徳
」
・
は
、
王
通
の
説
く
「
道
」
志
向
を
変
わ
っ
た
か
た
ち

で
表
現
し
た
も
の
だ
と
理
解
で
き
る
。
そ
の
特
殊
な
表
現
は
、
「
以

性
制
情
」
と
い
う
内
面
の
修
養
に
心
掛
け
て
「
道
に
幾
」
く
な
っ
た

董
常
だ
か
ら
こ
そ
許
さ
れ
る
も
の
だ
っ
た
。

次
に
、
や
は
り
葦
常
に
関
す
る
、
「
坐
忘
」
の
思
想
を
見
る
。
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子
回
、
常
也
其
始
坐
忘
乎
、
静
不
詮
理
市
足
用
江
戸
向
。
(
天
地
篇
)

こ
の
「
坐
忘
」
は
、
コ
壮
子
』
「
大
宗
部
第
」
の
「
顔
子
坐
忘
」
を

意
識
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
「
用
」
は
、
孔
子
が
や
は
り
顔
回

に
諮
っ
た
「
之
を
用
ゐ
れ
ば
別
ち
行
ひ
、
之
を
舎
つ
れ
ば
別
ち
競

る
」
(
述
部
第
)
を
意
識
す
る
。
王
通
は
こ
こ
で
も
董
常
を
「
顔
、
子
の

流
」
と
見
る
。
董
常
は
顔
回
の
み
が
体
得
し
た
状
態
に
ま
で
至
り
、

そ
こ
か
ら
「
用
」
い
ら
れ
て
実
際
的
な
働
き
を
し
た
。
董
常
の
「
必
一

忘
」
は
同
じ
く
「
天
地
第
」
に
記
さ
れ
る
「
忘
我
」
と
意
味
す
る
と

こ
ろ
が
同
じ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

子
臼
、
智
者
紫
、
其
存
物
之
所
第
乎
、
仁
者
霧
、
其
民
総
之
所

第
乎
。

ひ
さ

「
薙
也
篇
」
の
「
仁
者
は
害
時
し
」
の
解
釈
で
あ
る
。
「
仁
者
」
は

「
我
を
忘
る
」
こ
と
が
で
き
、
そ
れ
に
よ
っ
て
「
欝
」
く
な
る
の
だ

と
一
言
う
。
藤
一
常
は
「
仁
義
に
於
て
す
る
こ
と
数
数
然
」
で
あ
っ
た
。

彼
は
「
仁
者
」
で
あ
り
、
「
仁
者
」
の
董
常
で
あ
る
か
ら
こ
そ
「
坐

忘
」
す
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
あ
る
。
「
坐
忠
」
と
は
、
具
体
的
に

は
心
の
「
静
」
な
る
状
態
で
あ
る
o

蒼
一
常
一
は
そ
の
状
態
に
至
り
、
物

の
「
理
」
を
プ
々
「
詮
せ
ず
」
と
も
、
実
際
の
事
に
当
た
っ
て
「
用
」

い
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
た
。
「
坐
忘
」
を
通
し
て
「
仁
者
」
の
葦
常

は
、
顔
回
に
孔
子
が
説
い
た
「
用
」
い
ら
れ
て
「
行
」
う
と
い
う
実

際
的
な
働
き
を
す
る
に
至
っ
た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
董
常
は
王
通
の
「
性
」
に
関
す
る
思
怨
を
表
す
具

体
的
な
例
と
し
て
登
場
さ
せ
ら
れ
、
そ
の
と
き
「
遺
児
迫
徳
」
「
坐
忘
」

と
い
う
特
殊
な
表
現
が
使
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
必
ず
王
通
の
「
道
」

志
向
に
矛
盾
し
な
い
も
の
と
し
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
繰

り
返
す
が
、
そ
れ
ら
の
言
葉
の
背
後
に
は
い
つ
も
顔
回
が
意
識
さ
れ

で
は
、
王
通
の
「
遠
道
徳
」
「
坐
忘
」
り
思
想
と
「
復
性
警
」
の

「
虚
」
の
思
想
と
の
共
通
点
は
何
か
。
「
復
性
書
」
で
は
、
顔
回
の

「
其
心
三
月
不
透
仁
」
は
「
復
性
」
後
の
「
賢
人
」
を
表
し
て
い
た
。

吋
中
説
』
の
董
常
は
「
其
心
三
月
不
透
仁
」
を
目
指
し
て
「
仁
義
に
於

て
す
る
こ
と
数
数
然
」
で
あ
っ
た
。
両
者
と
も
人
格
の
成
長
の
た
め

に
継
続
す
べ
き
、
ふ
一
一
同
な
る
も
の
へ
の
志
向
・
内
面
に
於
け
る
善
な
る

も
の
の
維
持
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
ま
た
「
復
性
書
」

の
「
其
庶
乎
、
震
空
」
、
そ
れ
と
『
中
説
』
の
「
遺
道
徳
」
は
ど
ち

ら
も
、
諮
問
な
る
も
の
の
維
持
が
導
く
あ
る
特
殊
な
状
態
を
表
し
て
い

る
。
そ
れ
ら
は
、
ふ
一
習
の
維
持
の
必
要
と
、
そ
の
維
持
が
人
間
の
内
面

の
更
に
高
い
次
元
へ
の
発
展
を
導
く
と
い
う
考
え
を
表
す
意
味
で
共

通
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
復
性
書
」
の
顔
回
評
価
が
「
虚
」
の

文
脈
に
対
応
す
る
こ
と
か
ら
、
葦
常
の
「
仁
義
に
於
て
す
る
こ
と
数

数
然
」
は
「
誠
に
し
て
息
ま
ず
」
に
、
董
常
が
「
道
一
徳
を
誤
る
」
に

至
っ
た
こ
と
は
「
怠
ま
ざ
れ
ば
別
ち
虚
」
に
通
じ
る
と
言
え
る
。
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ま
た
、
「
虚
」
の
後
に
発
展
す
る
「
虚
に
し
て
怠
ま
ざ
れ
ば
別
ち

の
こ

明
、
間
切
に
し
て
怠
ま
ざ
れ
ば
則
ち
天
地
を
照
ら
し
て
遺
す
無
し
」
に

つ
い
て
も
、
主
通
思
想
と
の
共
通
点
が
見
ら
れ
る
。
音
一
常
の
「
坐

忘
」
は
「
忠
我
」
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
特
殊
な
状
態
に
至
る
こ
と

が
「
静
に
し
て
理
を
詮
さ
ず
し
て
用
ゐ
ら
る
る
」
と
い
う
働
き
を
導

く
。
李
錦
、
王
通
ど
ち
ら
も
己
を
空
し
く
す
る
状
態
の
維
持
を
要
求

す
る
。
そ
し
て
‘
そ
の
特
殊
な
状
態
を
通
過
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

「
道
」
に
適
っ
た
働
き
が
で
き
る
と
説
く
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
両

者
の
違
い
は
「
理
」
に
対
す
る
姿
勢
で
あ
る
。
董
帝
は
「
理
を
詮
」

さ
な
い
ま
ま
世
界
へ
参
加
す
る
。
蓋
常
は
他
の
場
面
で
「
理
を
嬰
ぜ

し
む
可
し
」
(
問
易
篇
〉
と
も
評
さ
れ
て
お
り
、
李
的
問
の
説
く
「
賢
人
」

を
時
に
蓬
か
に
超
え
て
「
壁
一
人
」
に
近
い
存
在
と
な
る
。
し
か
し
李

錆
は
「
聖
人
」
と
「
賢
人
」
を
一
弘
別
し
、
ま
た
「
大
学
篇
」
の
思
想

を
積
極
的
に
取
り
入
れ
る
こ
と
か
ら
、
物
事
を
「
明
排
」
し
「
理
」

に
通
じ
る
こ
と
を
望
む
の
で
あ
る
。

以
上
の
検
討
を
緩
め
る
と
、
「
復
性
器
一
間
」
の
「
虚
」
「
空
」
は
、
王

通
の
「
遠
道
徳
」
・
「
坐
忘
」
の
思
想
と
共
通
す
る
こ
と
が
多
く
-
李

鮪
が
「
賢
人
」
を
表
す
と
き
、
『
中
説
』
の
董
常
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
か
ら
，

大
き
な
影
響
を
受
け
た
と
考
え
ら
れ
る
ひ
顔
回
の
「
空
」
を
「
復

性
」
と
い
う
観
点
か
ら
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
る
か
、
そ
の
解
決
方
法

を
与
え
た
の
が
王
通
の
思
想
だ
っ
た
の
で
あ
司
る
。
「
繋
辞
伝
下
L

の

「
北
(
殆
庶
幾
乎
」
と
「
不
遠
復
」
が
区
別
さ
れ
、
顔
面
の
「
空
」
が

「
復
性
」
後
に
置
か
れ
た
の
は
、
董
常
の
「
遺
道
徳
」
「
坐
忘
」
が
、

善
な
る
も
の
の
維
持
と
世
界
へ
の
参
加
の
間
に
位
置
す
る
、
あ
る
状

態
を
表
す
こ
と
に
倣
っ
た
た
め
で
あ
る
。
「
遺
道
徳
」
・
「
坐
忘
」
が

王
通
の
「
意
性
」
を
実
践
し
、
ま
た
顔
田
に
比
せ
ら
れ
る
董
常
を
評

す
る
言
葉
で
あ
っ
た
こ
と
も
、
李
的
関
の
王
通
思
想
吸
収
を
容
易
に
し

た
の
だ
っ
た
。

五
、
お
わ
り
に

韓
愈
の
「
原
性
」
は
、
当
時
人
々
が
論
じ
て
い
た
他
の
性
説
を

「
俳
老
を
雑
ふ
」
と
批
判
す
る
。
最
後
に
こ
れ
が
「
復
性
書
」
を
批
判

し
た
も
の
と
し
て
今
回
注
目
し
た
「
虚
」
の
思
想
に
限
っ
て
考
え
る

と
、
「
虚
」
と
い
う
そ
の
表
現
が
韓
愈
の
批
判
す
る
と
こ
ろ
に
な
る

と
忠
わ
れ
る
。
韓
愈
は
「
復
性
書
」
の
後
に
「
原
性
」
右
書
く
が
、

伎
の
立
場
も
李
鈎
と
同
じ
く
「
俳
老
」
に
対
抗
す
べ
く
古
道
志
向
者

か
ら
の
正
統
な
性
説
を
提
出
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
。
「
原
性
」

は
「
雑
俳
老
」
と
い
う
批
判
を
受
け
る
よ
・
う
な
紛
ら
わ
し
い
表
現
を

見
事
に
排
除
し
て
い
る
。
そ
の
徹
底
的
に
「
併
老
を
雑
」
え
な
い
表

現
は
、
先
に
「
復
性
書
」
が
「
虚
」
の
よ
う
な
表
現
を
佼
っ
て
「
俳

老
を
雑
」
え
て
い
た
た
め
だ
っ
た
。
つ
ま
り
韓
愈
は
「
復
性
書
」
に

見
ら
れ
る
よ
う
な
'
紛
ら
わ
し
い
表
現
を
否
定
し
、
「
古
道
」
志
向
を
表
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現
に
ま
で
示
す
た
め
に
、
「
原
性
」
の
一
語
一
一
部
聞
を
慎
重
に
選
ん
で

い
る
の
で
あ
る
。
勿
論
彼
の
「
復
性
窪
田
」
批
判
は
表
現
レ
ベ
ル
に
と

ど
ま
る
も
の
で
は
な
い
。
内
容
に
関
す
る
「
復
性
警
」
批
判
に
つ
い

て
は
、
両
者
の
思
想
の
更
に
詳
し
い
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
は

「
虚
」
以
外
の
「
復
一
性
書
」
へ
の
王
通
思
想
の
影
響
検
討
と
共
に
今

後
の
課
題
と
し
た
い
。

注
李
鈎
文
を
読
む
に
あ
た
っ
て
は
、
功
刀
正
氏
の
宗
寸
側
仰
の
研
究
!
資
料

編
』
ハ
自
帝
社
一
九
八
七
年
)
を
参
考
に
し
た
と
こ
ろ
が
多
い
。

〈
1
)
陸
修
の
)
半
年
内
の
成
立
と
し
て
お
く
。

(

2

)

・
常
磐
大
定
『
支
那
に
於
け
る
仏
教
と
儒
教
道
教
』
ハ
東
洋
文
庫

一
九
六
六
年
)

・
福
島
俊
翁
「
李
'
婦
の
学
禅
と
復
性
警
」
(
『
禅
学
研
究
』
第
五
十
一
号

一
九
六
一
年
)

・
末
開
紫
「
中
唐
期
に
お
け
る
性
説
の
展
開
と
役
割
」
(
『
日
本
中
国
学
会

報
b

第
三
十
四
集
一
九
八
二
年
)

・
末
間
賞
「
韓
愈
明
性
情
三
品
説
』
小
考
」
(
『
東
洋
文
化
』
第
七
十

号
一
九
九

O
年〉

(
3
〉
鄭
玄
注
:
・
「
白
、
由
也
。
由
至
誠
而
有
明
篠
、
是
翠
人
之
性
者
也
、

出
明
徳
市
有
至
誠
、
是
賢
人
事
以
知
之
也
。
有
至
誠
則
必
有
明
徳
。
有
明

徳
則
必
有
至
誠
。
」
・
孔
穎
逮
疏
:
・
「
白
誠
明
謂
之
性
者
、
此
設
天
性
自
誠

者
。
自
、
出
也
。
言
出
天
性
至
誠
、
十
叩
身
有
明
篠
。
此
乃
自
然
天
性
如

此
。
故
謂
之
性
。
自
明
誠
誇
之
教
者
、
此
設
事
而
荷
誠
。
白
身
聴
明
勉
力

拳
習
、
市
致
至
誠
。
非
自
天
性
、
数
量
使
然
。
故
云
謂
之
致
。
然
則
自
誠

明
謂
之
性
、
翠
人
之
徳
也
。
自
明
誠
諮
之
致
、
賢
人
之
徳
也
。
」

(
4
〉
「
唯
天
下
至
誠
、
震
能
量
其
性
。
能
量
其
性
、
知
能
霊
人
之
性
。
能
謹

人
之
性
、
財
能
議
物
之
性
。
能
登
物
之
性
、
別
可
以
賛
天
地
之
化
育
。
可

以
賛
天
地
之
化
育
、
別
可
以
興
天
地
参
会
。
其
次
致
曲
、
曲
能
有
誠
。
誠

則
形
、
形
別
著
、
著
則
明
、
明
則
動
、
動
別
措
段
、
援
刻
化
。
」
(
中
庸
篇
〉

「
大
事
之
道
、
在
明
明
徳
。
在
穀
民
。
在
止
於
至
善
。
知
止
荷
后
有
定
。

定
市
后
能
静
。
静
荷
后
能
安
。
安
市
后
能
慮
。
慮
荷
后
能
得
。
」
(
大
学
篇
〉

「
可
欲
之
謂
善
、
有
誇
己
之
誤
信
、
充
貫
之
謂
妻
、
充
賀
市
有
光
輝
之
謂

大
、
大
部
牝
之
之
謂
聖
可
雲
市
不
可
知
之
之
謂
紳
。
」
(
『
孟
子
』
尽
心
下
〉

(

5

)

『
集
解
』
:
・
「
一
日
、
震
強
毎
也
。
空
猶
虚
中
也
0

・
:
其
於
民
幾
毎

能
虚
中
者
、
唯
問
、
穣
道
深
遠
。
」
・
『
義
疏
』
:
・
「
一
一
過
云
、
空
猶
虚
也
。

一
言
聖
人
樫
寂
、
市
心
怪
虚
無
累
。
」

ハ
6
)

「
其
理
往
往
有
走
者
、
市
詞
章
不
能
工
者
有
之
会
。
劉
氏
人
物
表
・

王
氏
中
設
・
俗
停
太
公
家
殺
是
也
。
」
(
「
答
朱
載
告
白
書
」
〉

(

7

)

例
え
ば
、
「
李
白
、
下
第
第
九
一
式
子
絶
問
。
日
母
図
。
注
云
、
無
可
無

不
可
、
在
母
国
執
索
。
王
通
一
去
、
可
不
可
、
天
下
所
共
存
也
。
孟
子
目
、

推
議
所
在
。
其
旨
向
。
」
〈
史
仁
篇
解
)

(
8
〉
緩
聯
添
『
韓
愈
』
ハ
河
洛
図
書
出
版
社
一
九
七
七
年
〉
は
、
王
通
の

文
学
思
想
は
韓
愈
の
「
文
以
載
道
」
観
念
の
開
端
で
あ
る
と
指
摘
す
る
。

但
し
、
韓
愈
文
に
は
王
通
へ
の
言
及
が
無
く
、
む
し
ろ
そ
の
思
想
は
李
鈎

の
方
に
よ
り
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

(
9
)

例
え
ば
、
「
李
日
、
天
命
之
謂
性
。
易
者
理
性
之
番
也
。
先
儒
失
其
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停
、
惟
孟
利
得
仲
尼
之
認
。
故
童
心
一
章
云
、
議
其
心
所
以
知
性
、
知
性
所

以
知
天
。
此
天
命
極
至
之
説
。
諸
子
平
造
其
徴
。
」
(
為
政
篇
解
〉

・
「
李
回
、
天
命
之
謂
性
。
走
天
人
相
興
一
也
。
天
亦
有
性
。
春
仁
夏

礎
秩
義
冬
智
是
也
。
人
之
率
性
、
五
常
之
道
是
也
。
葦
門
人
只
知
紳
尼
文

章
、
市
砂
克
知
仲
尼
之
性
輿
天
道
合
也
。
非
子
貫
之
深
組
。
其
知
天
人
之

性
乎
。
」
(
公
冶
長
篇
解
)

(m〉
「
子
謂
董
常
幾
於
道
可
使
幾
理
。
」
(
間
易
償
制
)
・
玩
逸
注
:
・
「
五
常
兵

則
佐
川
幾
乎
。
翠
道
通
幾
之
謂
道
、
故
日
鑓
理
。
」

(
青
山
学
説
大
学
大
学
院
)
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